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水
の
循
環
を
見
て
み
よ
う

　

下
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

太
陽
は
、
海
面
の
温
度
を
上
げ
、

水
分
を
蒸
発
さ
せ
ま
す
。
発
生
し
た

蒸
気
は
大
気
中
で
集
ま
っ
て
雲
と
な

り
、
水
を
蓄
え
、
雨
に
形
を
変
え
て

川
や
湖
な
ど
に
降
り
注
ぎ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
生
活
す
る
上
で
必
要
不

可
欠
な
水
は
、
地
下
水
や
川
な
ど
か

ら
く
み
上
げ
ら
れ
、
き
れ
い
な
水
へ

と
処
理
さ
れ
た
後
に
各
家
庭
に
供
給

さ
れ
ま
す
。

　

各
家
庭
で
利
用
さ
れ
た
水
は
、
最

終
的
に
、
ま
た
海
に
戻
っ
て
い
き
ま

す
。
水
は
、
時
間
を
か
け
て
循
環
を

繰
り
返
し
て
い
る
の
で
す
。

　

も
し
、
川
や
海
が
汚
れ
て
い
た

ら
？

　

私
た
ち
の
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
地

球
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま

い
ま
す
。

　

環
境
へ
の
負
荷
を
少
し
で
も
軽
減

す
る
た
め
、
一
人
一
人
に
で
き
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
は
、
使
用
で
き
る
区
域
の

皆
さ
ん
が
接
続
し
て
こ
そ
、
最
大
の

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ま
だ
接
続
が

済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
速
や
か
な

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
接
続
に
伴
う
排
水

設
備
の
改
造
に
必
要
な
資
金
の
融
資

を
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
を

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
は
、
そ
の
力
を
十
分
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
、
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

―下水道　お水がいってる　またくるね―

　下水道の役割は、私たちの日常生活で生じる汚水や雨

水をきれいにして、自然のサイクルに戻すものです。

　汚水や雨水は、地下水路を通して下水処理場に送られ、

浄化処理を施されます。

　９月１０日は、日本の雑節「二百二十日」に当たる日で、

昔から台風の多い季節とされています。「下水道を整備し

て、大雨による浸水からまちを守ろう」という趣旨で、

この日が「下水道の日」に選定されました。

　下水道の役割や下水道整備の重要性などについて、み

んなで理解と関心を深めることを目的とした日です。

なぜ９月１０日が「下水道の日」？

下水道マスコットキャラクター「スイスイ」

ぼくが
答えましょう！

水の循環

雲
雨

下水処理センター 下水管（汚水）

下水管（雨水） 家庭へ

工場へ

浄水場

放流
放流

蒸発
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台
所
で
は
…

　

残
飯
や
野
菜
く
ず
を
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
排
水
管
の
詰
ま
り
や
悪

臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
て

ん
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
油
を
流
す
と
、

冷
え
て
固
ま
り
、
下
水
道
管
が
詰
ま

る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
は
、
汚
れ
を

し
っ
か
り
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
っ
て

く
だ
さ
い
。

水
洗
ト
イ
レ
で
は
…

　

専
用
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以

外
の
も
の
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
は
、
高
い
所
か
ら
低
い
所

へ
自
然
流
下
で
汚
水
を
流
し
ま
す
。

し
か
し
、
地
形
な
ど
の
理
由
に
よ
り

自
然
流
下
で
き
な
い
場
所
で
は
、
マ

ン
ホ
ー
ル
内
に
ポ
ン
プ（
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
）
を
設
置
し
て
強
制
的
に

汚
水
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
に
タ
オ
ル
、
衣
類
な

ど
の
水
に
溶
け
に
く
い
異
物
が
流
れ

込
む
と
、
ポ
ン
プ
が
故
障
し
て
運
転

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

集
落
排
水
の
地
域
で
は
…

　

詰
ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
、
定
期
的
な
分
離
ま
す
の
清
掃
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

工
事
は「
指
定
業
者
」で
！

　

排
水
設
備
工
事
を
す
る
と
き
は
、

必
ず
市
が
指
定
し
た「
指
定
業
者
」に

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
業
者
は
、
法
律
や
条
例
で
定

め
ら
れ
た
基
準
に
合
っ
た
排
水
設
備

を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
を

習
得
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
指
定
業
者
」の
一
覧
は
倉

吉
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
課
で
も
一
覧

表
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

10
月
１
日
は「
浄
化
槽
の
日
」

　

浄
化
槽
は
、
し
尿
や
生
活
雑
排
水

の
汚
れ
を
き
れ
い
に
し
て
、
川
や
湖

な
ど
へ
流
し
て
い
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、
管
理
が
不
十
分
な
浄

化
槽
で
は
、
汚
れ
た
ま
ま
の
水
が
流

れ
出
て
、川
や
湖
な
ど
の
水
が
汚
れ
、

悪
臭
な
ど
生
活
環
境
の
悪
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

大
切
な
自
然
を
守
り
、
生
活
環
境

を
守
る
た
め
に
も
、
浄
化
槽
を
使
用

し
て
い
る
人
は
、「
浄
化
槽
管
理
者
」

と
し
て
法
令
な
ど
に
基
づ
く
、
適
正

な
維
持
管
理
と
、
法
定
検
査
の
受
検

を
お
願
い
し
ま
す（
下
表
参
照
）。

　

下
水
道
は
き
れ
い
な
環
境
を
守
り

ま
す
。
正
し
く
使
っ
て
快
適
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

【維持管理】
項　目 内　容 回　数 依頼先

①保守点検
（浄化槽法第１０条）

機械の点検・修理・消毒剤の
補充

年に３回～４回以上
（浄化槽の種類による）

知事の登録を受けた
保守点検業者

②清掃
浄化槽の中にたまった汚泥な
どの抜き取り

年に 1回以上
（浄化槽の人槽・処理方式による）

市町村の許可を受けた
清掃業者

③記録の保存
（環境省関係浄化槽法施工規則第５条）

保守点検、清掃時に業者から渡される「保守点検記録票」、「清掃記録票」は、３年間保
存してください（法定検査の時に必要です）。

【法定検査】

法定検査
（浄化槽法第第 11 条）

浄化槽を水質・外観・書類に
より検査

【定期検査】
毎年１回

鳥取県知事指定検査機関
（財団法人鳥取県保健事業団）

問下水道課（あ２２―８１７６／い２２―８１４０）
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歴
代
の
受
賞
作
品
も
展
示

　

こ
の
大
賞
展
は
、
菅
楯
彦
の
画

業
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
、平
成
元
年
に
創
設
さ
れ
、

今
回
で
第
８
回
を
迎
え
ま
す
。

　

第
７
回
の
大
賞
作
品
・
岩
田
壮

平《
花
泥
棒
》は
、
真
っ
赤
な
ア
マ

リ
リ
ス
の
花
が
目
を
引
く
力
強
い

作
品
で
し
た
。
昨
年
、
天
皇
・
皇

后
両
陛
下
も
鑑
賞
さ
れ
、
大
変
関

心
を
持
た
れ
た
一
点
で
す
。

　

第
８
回
の
審
査
会
は
、
７
月
14

日（
土
）に
行
わ
れ
、
神
奈
川
県
在

住
の
日
本
画
家
・
松
谷
千
夏
子
さ

ん
の《V

ie
w

》
が
大
賞
に
決
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
佳
作
賞
と

し
て
４
点
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
上
旬
に
は
京
都
文
化
博
物

館（
京
都
市
）で
も
展
覧
会
を
開
催

し
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

倉
吉
博
物
館
で
は
、「
暮
ら
し
の

情
景
」を
テ
ー
マ
に
32
人
の
作
家
が

描
い
た
大
賞
展
出
品
作
と
歴
代
受

賞
作
品
、
さ
ら
に
、
菅
楯
彦
の
作

品
も
展
示
し
ま
す
。
明
治
か
ら
昭

和
前
半
期
に
か
け
て
、
浪
速
風
俗

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
た
菅
楯
彦

の
名
作
と
、
現
代
日
本
画
の
両
方

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「「
市
民
賞
」は
人
気
投
票
で

　

会
場
で
は
、「
市
民
賞
」を
決
定

す
る
た
め
の
人
気
投
票
を
行
い
ま

す
。
お
気
に
入
り
の
作
品
に
、
ぜ

ひ
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

会　場  倉吉博物館
（あ２２―４４０９／い２２―４４１５）

入場料  一般６００円（４００円）
大学・高校生３００円（２００円）
７０歳以上４００円
※（　）は前売・２０人以上の団体料金

※ 中学生以下、障害者手帳などを持っ
ている人とその介助者（１人）は無料

授賞者ギャラリートーク

　受賞作家と審査委員による作品解説

を行います。作品の前で作家本人から

直接みどころ、描く上で大切にしてい

ることなどを聞くことができます。

　「描く上で大切にしているのは、空間

と線の表現」と、ある受賞者は語って

います。ほかにも制作エピソードなど、

たくさんの話を聞いてみませんか。

と　き：９月８日（土）午後３時３０分～

　※事前申込不要（ただし入館券が必要です）

▲大賞 　松谷 千夏子《Ｖｉｅｗ》

　 「日常の何気ない瞬間、ふと何かに気

をとめ心が動き、次の動作に移る前
の瞬間を描きました」（松谷さん）。
作品の大部分が余白のように見えま
すが、間近で見ると、実は細かな表
現、筆の跡が施されています。

▼ 
佳
作
賞
一
席
・
百
花
堂
賞 

池
永 

康や
す
な
り晟

《
う
つ
ふ
せ
泣
い
た
る
き
み
は
未
だ
夏

果
の
微
匂
ひ
・
樹
子（
な
つ
こ
）》

▲佳作賞二席　古澤 洋子　《未来へ続く暮らし》

会　期
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《第３２回日本海駅伝競走大会》
道路交通など、混雑が予想されます。通行には十分に気をつけてください。

問生涯学習課（あ２２―８１６７／い２２―１６３８）

4.9

《南部忠平杯 第２７回くらよし女子駅伝競走大会》
皆さんの温かい応援とご協力をお願いします。

問生涯学習課（あ２２―８１６７／い２２―１６３８）

　

くらよし女子駅伝コース図

開催日・スタート時間

９月３０日（日）午前１０時
発着場所： 市営陸上競技場

開催日・スタート時間

９月３０日（日）正午
発着場所： 市営陸上競技場

先頭通過予定時刻

第１中継所 午前１０時１９分

第２中継所 １０時３１分

第３中継所 １０時４０分

第４中継所 １０時４９分

先頭通過予定時刻

第１中継所 午後０時３０分

第２中継所 ０時３８分

第３中継所 １時０２分

第４中継所 １時２６分

第５中継所 １時３４分

第４中継所 １時４８分

日本海駅伝コース図

旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。
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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

《「とよたかずひこ講演会」においでください》
「どんどこももんちゃん」のとよた先生が倉吉にやって来ます。

問市立図書館（あ４７―１１８３／い４７―１１８０）

《会社などを退職したら国民年金加入の手続きを忘れずに！》
問日本年金機構倉吉事務所（あ２６―５３１１）
　市民課（あ２２―８１５５／い２２―２９５４）

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
誰
も
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
社
会
保
険
制
度
で
、
病
気
や
ケ
ガ

に
よ
っ
て
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
や
、
老

齢
と
い
っ
た
、
収
入
を
得
る
の
が
困
難
に

な
っ
た
と
き
に
、
生
活
の
基
礎
と
な
る
べ

き
費
用
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
加
入
し
な
か
っ
た
り
、
保

険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

万
一
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が
残
っ
た
と

き
に
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
す
る
の
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請

し
、
承
認
さ
れ
る
と
所
得
額
に
応
じ
た

「
全
額
免
除
」
ま
た
は「
一
部
納
付
」
制
度

や
、
30
歳
未
満
の
人
は「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学
生
の
人

は「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
請
す
る
場
合
は
学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付

特
例
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
10
年
以

内
な
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

長
い
人
生
を
ず
っ
と
支
え
る
国
民
年

金
。
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
は
す
ぐ
手

続
き
し
、
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

【第１部】とよたかずひこ講演
「スーパーはくとに乗ってももんちゃんがやってきました」

時　間：午前１０時～１１時３０分

ところ：倉吉交流プラザ 視聴覚ホール　

定　員：１５０人（年齢制限なし）

参加費：無料（電話による事前申込が必要です）　

講演会終了後、サイン会を予定しています

※ 当日の絵本の販売は行いません。希望者各自で事前に購入して、当日

持参してください。１人１冊のみサインを行います。

※就学前の子どもを対象とした託児を行います（申込期限：９月２８日（金））。

【第２部】絵本の読み聞かせ、人形劇などステージ発表

時　間：午後１時３０分～２時３０分

ところ：倉吉交流プラザ　第１研修室

定　員：１５０人（年齢制限なし）

参加費：無料（電話による事前申込が必要です）

【とよたかずひこ（豊田一彦）】

昭和２２年、宮城県生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。

イラストレーターを経て絵本作家に。平成９年、『でん

しゃにのって』(アリス館 )が厚生省中央児童福祉審議会

児童文化財特別推薦を受ける。『どんどこももんちゃん』

(童心社 )で第７回日本絵本賞受賞。主な作品に「ももん

ちゃん」シリーズ・「おいしいともだち」シリーズ (童心

社 )、「ワニのバルボンさん」シリーズ・「めんこいあかちゃ

ん」シリーズ (アリス館 )、 「ぽかぽかおふろ」シリーズ（ひ

さかたチャイルド）など。
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《９月１日は「防災の日」、８月３０日～９月５日は「防災週間」です》
災害についての認識を深め、災害に対処する心構えを準備しましょう。

問防災安全課（あ２２―８１６２／い２２―１０８７）

　

災
害
時
に
重
要
と
な
る
行
動
に
は
、
自

分
の
身
を
自
分
で
守
る「
自
助
」、
地
域
の

人
た
ち
の
助
け
合
い
に
よ
る「
共
助
」、
公

的
機
関
に
よ
る
支
援
で
あ
る「
公
助
」の
三

つ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
避
難
や
救
助
の
際
に
は
、

「
共
助
」
が
特
に
重
要
に
な
り
ま
す
。「
共

助
」
を
行
う
身
近
な
組
織
と
し
て
、
自
主

防
災
組
織
が
あ
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
の
人
た
ち

が
自
主
的
に
設
立
し
、
防
災
活
動
を
行
う

団
体
で
す
。

　

倉
吉
市
で
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を

目
的
に
、
自
治
公
民
館
単
位
を
基
本
に
し

た
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
本
市
の
登
録
団
体
数
は
、
４
月
１

日
現
在
で
１
３
６（
組
織
率
65
．
６
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
第
11
次
総
合
計
画「〝
く

ら
し
よ
し
〞
ふ
る
さ
と
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、

組
織
率
80
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
公
民
館
の
防
災
を
担
当
し
て
い
る

部
や
、
自
治
公
民
館
と
は
別
の
組
織
で
も

自
主
防
災
組
織
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
た
場
合
は
、

市
に
登
録
す
る
こ
と
で
活
動
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動

【
自
主
防
災
組
織
の
主
な
活
動
】

①
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及

②
地
震
な
ど
に
対
す
る
予
防

③ 

地
震
な
ど
の
発
生
時
に
お
け
る
情
報
収

集
・
伝
達
、
避
難
誘
導
、
初
期
消
火
な

ど
の
応
急
対
策

④
応
急
対
策
に
関
す
る
訓
練

⑤
資
機
材
の
整
備

　

５
月
20
日（
日
）に
上
北
条
地
区
で
行
っ

た
避
難
訓
練
の
際
、
地
域
の
自
主
防
災
組

織
は
、
消
防
団
と
協
力
し
て
避
難
経
路
の

確
認
や
避
難
誘
導
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。▲避難訓練の様子

活
動
支
援

【
倉
吉
市
自
主
防
災
組
織
防
災
資
機
材
整

備
費
補
助
金
】

　

倉
吉
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、

自
主
防
災
組
織
が
資
機
材
を
整
備
す
る

際
、
市
が
機
材
の
目
的
・
用
途
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
補
助
額
を
支
払
い
、
自
主
防

災
組
織
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

補
助
対
象
経
費

：

左
表
に
掲
げ
る
防
災

資
機
材
の
購
入
に
要
す
る
経
費（
年
１
回
）

補
助
対
象
の
品
目
・
補
助
率
な
ど

目　的 品　目 補助率

消 火 用 消防用ホースなどの放水用具

５０％

安全装備用
ヘルメット、防火衣などの安全装
備・用具

救出救助用 ジャッキ、担架などの救出救助用具

３０％

情報伝達用
メガホン、トランシーバーなどの情
報伝達用具

活 動 用 腕章、活動服などの活動用具 ２０％

補
助
限
度
額

：

５
万
円（
た
だ
し
、
２
つ

以
上
の
自
治
公
民
館
に
よ
り
、
自
主
防
災

組
織
１
団
体
が
結
成
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
自
主
防
災
組
織
を
構
成
し
て
い
る
自

治
公
民
館
数
に
５
万
円
を
乗
じ
た
額
）

　

ま
た
、
訓
練
や
研
修
を
行
う
場
合
の
支

援
も
あ
り
ま
す
。

活
動
内
容
の
変
更
の
場
合

　

自
主
防
災
組
織
の
代
表
者
や
規
約
が
変

更
に
な
っ
た
場
合
は
、
防
災
安
全
課
に
変

更
申
請
が
必
要
で
す
。

【地区別自主防災組織結成率】

地区名

自治

公民館

数

自主

防災組織

登録数

構成自治

公民館数
結成率

上北条 １０ ６ ６ ６０．０%

上 井 １７ １１ １１ ６４．７%

西 郷 １０ ５ ５ ５０．０%

上 灘 １２ １２ １２ １００．０%

成 徳 ２３ ４ ８ ３４．８%

明 倫 １６ ６ ６ ３７．５%

社 １８ １０ １０ ５５．６%

灘 手 ９ ９ ９ １００．０%

高 城 ２４ ２０ ２４ １００．０%

北 谷 １８ １７ １７ ９４．４%

小 鴨 ２２ １４ １４ ６３．６%

上小鴨 １１ １０ １０ ９０．９%

関 金 ３１ １２ １３ ４１．９%

計 ２２１ １３６ １４５ ６５．６%
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